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資料01
養成すべき人材像•AP· CP · DPの関係性と整合性

養成すべき人材

ア ー トマネジメント、国際協力、日本学・比較文化、国際関係・地域研究の専門家の養成 _J 
ア ー トマネジメント、国際協力、日本学·比較
文化、国際関係・地域研究に関わる学術研究の
専門家の養成

DP:ディプロマ ・ ポリシー

修士論文審査基準
・先行研究の十分な調査

・ 研究の独創性
・ 論文構成の適切性（論旨の一貫性、明確性）
・ 注表記、引用、参考文献の妥当性
・ 研究史において研究の位置づけが明確
・ 的確な問題提起
・ 理論や事実に基づく分析の妥当性

j CP:カリキュラム ・ ポリシー | 

「アートマネジメント」プログラム
芸術と文化の創造 ・ 普及活動の現場にお
いて、企画 ・ 制作 ・ 運営を担当する専門
知識と技術の獲得(CPl)

� AP:アドミッション ・ ポリシー

それぞれの研究分野の専門知識を修得し、柔軟な思考力
とともに論理的かつ実証的な研究を行う能力を身につけ、
国際文化交流に寄与するとともに、その発展に貢献でき
る力を有している(DPl)

特定課題研究報告審査基準

研究成果を国内外に発信することができ、高度な
技能を有する実務家として社会で活躍できる、あ
るいは創造性豊かな研究者となる能力を身につけ
ている(DP2)

•高度な専門性を有する研修計画
・先行研究の十分な調査に基づく報告書
・的確な問題提起

「海外特別研修」又は「インタ ーン研修」での活動
に裏付けられた理論や事実に基づく分析の妥当性

・ 注表記、引用、参考文献の妥当性

・構成の適切性（論旨の一貫性、明確性） ・研究史において研究の位置づけが明確

「国際協力」プログラム 「日本学・比較文化」プログラム 「国際関係 ・ 地域研究」プ
［演習科目地域の自然環境や文化 ・ 価値 歴史的な経緯と現代の状況を踏まえ ログラム

体系への配慮、国際関係への た比較文化の視点をもって日本の伝 諸外国 ・ 諸文化との相互理
理解等、国際協力に必要な専 統文化と現代文化に深く習熟(CP3) 解をより専門的に追究 実務演習科目

一

門知識 ・ 能力の養成(CP2) (CP4) l 特殊研究科目

研修科目 | 

| 

| 
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1（書類等の題名） 

 

学習院大学 国際文化交流研究科「設置の趣旨等を記載した書類」添付資料 

【資料 12a及び 12b】21及び 22ページ  

 

2（出典） 

 

株式会社前川建築設計事務所及び株式会社日建設計 

 

3（引用範囲） 

 

1号館院生研究室平面図及び 2号館大学院演習室（202/203）平面図 

 

4（その他の説明） 

 

特になし。 
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令和 6 年 11 月 

合格者の皆さまへ 

学習院女子大学 学長 大桃敏行 

学習院大学 学長 遠藤久夫 

学習院女子大学と学習院大学との統合計画について 

このたびは、合格おめでとうございます。 

すでに、入試要項の記載等でお知らせしているとおり、学習院女子大学は、令和 8 年 4 月

を最短の目標として学習院大学と統合する計画を立てています。 

繰り返しになりますが、計画の概要は、次の通りです。 

〇令和 8 年 4 月以降に、計画通り統合が実施された場合、学習院女子大学大学院国際

文化交流研究科は、学習院大学大学院国際文化交流研究科となります。 

〇皆さまは、入学後から統合までは、学習院女子大学大学院国際文化交流研究科の学

生です。 

〇皆さまには、学習院女子大学大学院国際文化交流研究科から学習院大学大学院国

際文化交流研究科への転学の承諾を行っていただき、統合以降は、学習院大学大学

院国際文化交流研究科の学生になっていただく計画です。 

〇学習院女子大学大学院国際文化交流研究科のカリキュラムは、統合後も原則として現

状のまま維持する予定です。 

〇統合以降の学習院大学大学院国際文化交流研究科の授業は、基本的には学習院女

子大学がある戸山キャンパスにて開講されます。 

皆さまの在学中に統合が実施される計画のため、学習院女子大学大学院国際文化交流研

究科に入学された皆さまは、入学後に、学習院大学大学院国際文化交流研究科に転学して

いただくことになりますので、あらためて本計画をご理解の上、ご入学くださいますようお願い

申し上げます。申すまでもなく、転学に際して、試験などはありません。 

なお、転学の承諾書の提出につきましては、令和 7 年 4 月以降にご案内いたしますので、

ご入学まで転学に関して皆さまに手続きをしていただくことはありません。 

それでは、４月に皆さまにお会いできますことを楽しみにしております。 

問合せ先 

学習院女子大学  03-3203-1906 

以上 

資料16
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